
持続可能な世界をつくろう

JICAJICA債
が担う担う未来

いま注目のいま注目のソーシャルボンソーシャルボンド「JICAJICA債」を知ろう！を知ろう！

＊本債券の元利金は、JICAの信用力に基づいて支払われるものであり、JICAが行う開発途上国への個別の出融資の結果に直接の影響を受けるものではありません。

※JICA債の社会貢献性にも着目した投資である旨、対外的に公表していただいている投資家を掲載しています。
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　JICA債は、独立した第三者機関（日本総合研究所）から「ソーシャルボンド」の特性に従うものと評価され、環境や社会への配慮、企業統治を重視するESG投資
の流れにも沿っている。その調達資金は持続可能な経済成長支援・貧困削減や地球規模の課題、持続可能な開発目標（SDGs）に取り組むため、開発途上国向けの
融資等（有償資金協力）に充てられている。また、JICA債は、2016年12月22日に決定された日本政府のSDGｓ実施指針において、「国内資金を開発途上国の開発
に動員する社会貢献債」として、SDGｓ達成のための具体的施策となっている。

「誰一人取り残さない」ことを掲げ、国際社会が2030年までに貧困などを撲滅し、持続可能な開発を実現するための重要な国際目標。
MDGsの残された課題やこの15年間に新たに顕在化した課題に対応することを目指し、17目標（ゴール）と169のターゲットで構成されている。

https://www.jica.go.jp/ >>> http://ps.nikkei.co.jp/jica17/持続可能な世界をつくろう「JICA債が担う未来」
は、日経電子版広告特集でもご覧いただけます
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　ADB年次総会ではJICAとADBが共催
するセミナー「アジアにおけるインフラ
ギャップの解消」も開かれた。JICAの広田
幸紀チーフエコノミストが、ADBの副チーフ
エコノミストやアジア各地の有識者らと共
に、パネリストの一人として登壇した。
　広田氏は、アジアでは、電力、交通、通
信、衛生などの経済インフラだけでなく、学
校、病院、住宅、政府施設などの社会インフ
ラや、防災関連インフラの需要を把握する
ことも重要であると指摘。JICAが進める社
会インフラ及び防災関連インフラの需要予
測の研究手法や成果を紹介した。
　広田氏が強調したのは、今後のアジアの
社会・防災関連インフラの需要を分析する
にあたって、日本の過去の経験が役立つ可

能性だ。また、
治水対策につ
いては「各国
の開発計画や
予算編成過程で、防災への投資を主流化
していく仕組みをいかに構築するかが重要
だ」とも提言した。
　パネル討論のなかで広田氏は、JICAとし
ても引き続き官民パートナーシップ（PPP）
を後押ししていく考えを示した上で、学校や
図書館、刑務所などの社会インフラを官民
連携で整備するケースが増えている日本の
現状も紹介。役所、住宅、商業施設が一体
になった複合施設の例なども挙げて「今後
のアジア、特に上位中所得国ではこうした
手法を活用できる可能性がある」と述べた。

　

Ａ
Ｄ
Ｂ
年
次
総
会
の
初
日
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
戦
略
的

な
協
力
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
を
締

結
。
今
後
、
保
健
医
療
分
野
で

の
両
機
関
の
情
報
共
有
や
技
術

協
力
に
お
け
る
連
携
、
上
下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の

協
調
融
資
の
検
討
を
進
め
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
、
世

界
各
地
で
母
子
保
健
、
感
染
症

対
策
、
保
健
シ
ス
テ
ム
強
化
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
一
方

で
近
年
は
国
境
を
越
え
て
拡
散

す
る
感
染
症
リ
ス
ク
や
、
特
に

ア
ジ
ア
に
お
け
る
高
齢
化
の
進

行
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
今

回
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
締
結
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
つ
い
て
、
日
本
の
経

験
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
知
見
と
開
発

金
融
機
関
の
資
金
と
経
験
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
認
識
を
双
方
が
共
有
し
た

も
の
だ
。

　

総
会
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ス
ピ
ー
チ
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北
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伸
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、
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お
互
い
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強
み
生
か
し
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互
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ア
ジ
ア
の
保
健
衛
生
を
改
善

アジアインフラ需要予測でアジアインフラ需要予測で
日本の経験を生かす日本の経験を生かす

アジアジアの保健衛生保健衛生の課題解課題解決に向けてに向けて

安
全
な
水
を
す
べ
て
の
人
々
へ

JICA、ADBと連携

近年は国境を越えて拡散する感染症リスクや、特にアジアにおける高齢化の進行が深刻になっている。国際協力機構（JICA）は、5月に開催されたアジア開発銀行（ADB）の
年次総会においてADBと戦略的な協力覚書（MOU）を取り交わし、これまでの日本の経験を生かしながら、こうした課題に共に取り組んでいくことを表明した。

広　告企画・制作=日本経済新聞社クロスメディア営業局

左から、国際協力機構（JICA） 北岡伸一理事長、
木原稔財務副大臣、アジア開発銀行 中尾武彦総裁

　

上
水
道
の
登
場
が
不
十
分
な

国
で
は
、
不
衛
生
な
飲
み
水
が
原

因
で
下
痢
や
チ
フ
ス
が
広
が
り
、

そ
れ
が
主
な
死
因
の
一
つ
に
な

る
こ
と
が
あ
る
。
途
上
国
に
お
け

る
保
健
衛
生
の
質
の
向
上
を
目

指
す
国
際
協
力
の
現
場
で
は
、
安

全
な
水
を
す
べ
て
の
人
に
行
き

渡
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
だ
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま
で

日
本
の
高
い
水
道
技
術
力

を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
各
国
の

水
道
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
長

年
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

の
代
表
的
な
事
例
に
「
プ
ノ

ン
ペ
ン
の
奇
跡
」
が
あ
る
。

　

内
戦
の
影
響
が
深
刻

だ
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首

都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
、
１

９
９
３
年
時
点
で
市
内
で

水
道
が
使
え
る
地
区
は
全

体
の
20
％
足
ら
ず
、
１
日
当
た
り

の
給
水
時
間
も
10
時
間
と
限
ら

れ
て
い
た
。
配
水
管
の
老
朽
化
に

よ
る
漏
水
や
、
水
道
管
の
不
法
接

続
に
よ
る
盗
水
が
横
行
す
る
た

め
適
正
な
水
道
料
金
が
請
求
で

き
な
い
「
無
収
水
率
」
も
72
％
と

高
率
。
水
質
自
体
も
け
っ
し
て
安

全
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
市

水
道
公
社
（
Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｓ
Ａ
）
を
支

援
し
、
93
年
か
ら
給
水
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
に
と
り
か
か
っ

て
き
た
。
そ
の
後
、
無
償
資
金
協

力
に
よ
る
施
設
整
備
、
北
九
州
市

上
下
水
道
局
等
と
の
技
術
協
力

に
よ
る
人
材
育
成
に
加
え
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
発
行
す
る
債
券
の
資
金

使
途
で
あ
る
有
償
資
金
協
力
（
円

国際協力機構（JICA）  チーフエコノミスト  広田 幸紀氏

歳
か
ら
日
本
地
図
の
作
成
を
始

め
た
伊
能
忠
敬
の
例
を
引
き
な

が
ら
高
齢
化
対
策
に
触
れ
、「
高

齢
者
の
経
験
や
知
見
は
社
会
の

発
展
に
役
立
つ
。
社
会
の
側
も

高
齢
者
の
活
躍
を
推
進
す
べ

き
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
高
齢
者
の
社

会
参
加
を
包
括
的
に
支
援
す
る

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
ア
ジ
ア
諸
国

に
紹
介
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。借

款
）
に
よ
る
施
設
拡
張
も
行
っ

て
お
り
、
発
展
段
階
に
応
じ
た
支

援
を
進
め
て
き
た
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｗ
Ｓ
Ａ
で
は
、
エ
ク
ソ
ン

チ
ャ
ン
総
裁
が
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
改
革
を
推

進
。
２
０
０
４
年
に
は
24
時
間

給
水
を
確
立
し
、
蛇
口
か
ら
直
接

飲
め
る
「
安
全
な
水
宣
言
」
を
公

表
し
た
。
市
内
給
水
区
域
は
12

年
に
は
90
％
に
ま
で
拡
大
し
、
無

収
水
率
は
世
界
的
低
水
準
で
あ

る
６
・
６
％
に
ま
で
削
減
。
Ｐ
Ｐ

Ｗ
Ｓ
Ａ
の
成
功
は
「
プ
ノ
ン
ペ
ン

の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
、
エ
ク
ソ
ン

チ
ャ
ン
氏
は
06
年
に
は
ア
ジ
ア

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
と
い
わ
れ

る
「
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
」
を
受
賞

し
て
い
る
。

　

07
年
か
ら
は
、「
プ
ノ
ン
ペ
ン

の
奇
跡
」
を
全
国
地
方
都
市
に

展
開
す
べ
く
主
要
８
都
市
に
お

い
て
、
無
償
資
金
協
力
の
他
Ａ
Ｄ

Ｂ
や
世
界
銀
行
の
融
資
な
ど
も

活
用
し
て
施
設
が
整
備
さ
れ
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
浄
水
場
の
運
転
維

持
管
理
、
漏
水
対
策
、
水
質
検
査

な
ど
の
技
術
指
導
を
始
め
て
い

る
。
12
年
以
降
は
料
金
徴
収
や

財
務
管
理
と
い
っ
た
経
営
管
理

指
導
も
開
始
、
15
年
末
時
点
で

全
８
都
市
の
水
道
局
が
単
年
度

黒
字
決
算
を
達
成
す
る
ま
で
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
通
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は

プ
ノ
ン
ぺ
ン
以
外
の
都
市
で
給

水
人
口
が
約
50
万
人
も
増
加
し

た
と
い
わ
れ
る
。

　

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
奇
跡
を
他
の

国
、
他
の
都
市
に
も
│
│
。
開
発

途
上
国
に
お
け
る
安
全
か
つ
持

続
可
能
な
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
確

立
に
向
け
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術

協
力
や
資
金
協
力
に
よ
る
国
際

支
援
は
い
ま
な
お
続
い
て
い
る
。

内
戦
に
よ
る
荒
廃
か
ら

「
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
奇
跡
」

の
実
現
へ

「プノンペンの奇跡」を全国地方都市へ展開

プノンペンにおけるJICAの上水道分野支援の歩み国
内
主
要
８
都
市
で

水
道
サ
ー
ビ
ス
を

再
構
築

ADB年次総会と
JICAの取り組み

〜
カ
ン
ボ
ジ
ア
上
水
道
分
野
支
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〜

〜
カ
ン
ボ
ジ
ア
上
水
道
分
野
支
援
〜

：技術協力支援対象州
：資金協力実施州★
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タイ
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
保
健
衛
生
改
善
の
た
め
Ａ
Ｄ
Ｂ
と
上
下
水
道
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
も
連
携
し
て
い
く
。
持
続
可
能
な
開
発

目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）で
も「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」

は
１
つ
の
目
標
と
し
て
揚
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ

ま
で
も
日
本
の
経
験
を
生
か
し
た
上
水
道
分
野
の
支
援
に
力

を
入
れ
て
き
た
。
そ
の
好
事
例
が
、「
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
奇
跡
」だ
。

プノンペン市給水マスタープラン調査
（基本計画の策定）
プノンペン市上水道整備計画
（無償資金協力による施設整備）
第２次プノンペン市上水道整備計画
（無償資金協力による施設整備）
プンプレック浄水場拡張計画
（無償資金協力による施設整備）
水道事業人材育成プロジェクト
（技術協力による人材育成）
プノンペン市給水拡張マスタープラン調査
（基本計画の改定）
「安全な水宣言」（蛇口から飲める水質を達成）
PPWSA総裁が「マグサイサイ賞」受賞
ニロート上水道整備事業
（円借款による施設整備）

1993

1994～1996

1997～1999

2001～2003

2003～2006

2004～2006

2009～2014

2004
2006

プンプレック浄水場
◎写真提供：今村 健志朗／JICA


